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①hay使役文         ：NP1 hay    NP2 VP 
 ②thamhay使役文 ：NP1 thamhay NP2 VP 
  
いずれにおいても NP1 は使役主体を表す名詞句、NP2 は被使役者を表す名詞句であり、
VP は動詞句である。統語的には、NP1 が文の主語、hay/ thamhay + NP2 + VP のまとまりが
述語である。補文の主語は NP2で、述語は VP である。 
 hay使役文の一般的な意味解釈としては「NP1 が意志的に NP2 に働きかけて、NP2 が意
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志的に VP するように仕向ける」と表すことができる。hayの前に、発話に関する動詞や動
作主の態度を表す動詞を置くこともできる。また hay 使役文には、1)NP1 による発話行為
を伴う、2)補文内容の実現を必ずしも含意しない、という特徴がある。 
 thamhay 使役文は、意志性の有無により 2 つに分けることができる。[－意志]である
thamhay (a)使役文は、「NP1 が原因となって NP2 が VP する/なる」という意味を含意した
原因使役文である。[＋意志]である thamhay (b)使役文は、「NP1が、NP2 が VP する/ なる
ようにさせる」という意味の、hay使役文に近いところのある使役文である。hay使役文と
は異なり、1) NP1による発話行為には言及していない、2)補文内容の実現を必ず含意する、




表 1: 各要素の意志性と有生性 
 hay thamhay (a) thamhay (b) 
使役主体(NP1) ＋有生 ±有生 ＋有生 
使役の助動詞 ＋意志 －意志 ＋意志 
被使役者(NP2) ＋有生 ±有生 ±有生 
動詞句(VP) ＋意志 ±意志 ±意志 





使役形に関する記述(メーターピスィット 2000: 68-70)を以下に要約する。 
 




















 (メーターピスィット 2000: 68-70を要約) 
 
1.3. 高橋(2010) 
 高橋(2010)では、[(意志 VP＋) hay＋意志 VP]という統語形式をもつ間接使役を表す構文
を使役構文とし、hayのみを使役標識として認めている。高橋(2010)によると、使役性のプ





橋 2010: 125)契機接続詞であるとしている。 
 
1.4. 問題提起 




焦点を当て、それに関連し hay及び thamhayを使い分ける基準が見られるかを検討する。 
 
2. 調査 





























方 thamhayの直前に出現した動詞は異なり語数で 7 語であり、圧倒的に hayの前に動詞が
出現することが多いという結果になった。 
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 A 1988年生(22歳): バンコク出身女性 
 B 1989年生(21歳): バンコク出身女性 
 C 1989年生(21歳): ノンタブリー出身女性 
 
2.2.1. 調査方法 
コーパスで収集した用例から hayあるいは thamhay を削除して空欄にした用例をインフ




空欄にして示した)。用例は、2.1 節で述べた hay または thamhay の直前に現れた動詞を含





ら手作業で抽出した hay及び thamhayを使役標識としてもつ用例を含めた計 16問を提示し、
回答してもらった。 
問 1～16 のうち、元々hay が空欄に入っていた例文は、問 3、5、6、10、16 で 5 問であ
り、thamhayが空欄に入っていた例文は、問 1、2、7、8、9、11、12、13、14、15の 10問
















表の上段はコーパスの用例では thamhay と共起していた動詞であり、下段は hay と共起
していた動詞である。問 4 は、hay の直前が「助ける＋生じさせる」という動詞連続の形
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になっていたため、「生じさせる＋hay」の部分を空欄にして示した。その他の問はすべて
hay または thamhay のみを空欄にして示した。どちらを使うかは人によるという答えもあ
ったが、自分ならどのように表現するかという視点で回答してもらった。 
 
表 2a: hay と共起した動詞 
インフォーマント 生じさせる 先導する 誘う 
A 
3. hay, thamhay 
4. hay 
6. hay 10. hay 




6. hay 10. hay 
16. hay 
C 
3. hay, thamhay 
4. V＋hay, thamhay 
6. hay, thamhay 10. hay, thamhay 
16. hay 
表 2b: thamhay と共起した動詞 
インフォーマント 努力する 助ける 効果を生む 
A 
1. thamhay, hay 
2. hay 
9. hay, thamhay 
13. thamhay, hay 
11. hay, thamhay 
12. hay, thamhay 
B 
1. thamhay 
2. hay, thamhay 
9. hay, thamhay 
13. thamhay, hay 
11. hay, thamhay 
12. hay, thamhay 
C 
1. thamhay 
2. V＋hay, thamhay 
9. thamhay, hay 
13. thamhay 













由に挙げたインフォーマントはいなかったため、直前に現れる動詞は hay と thamhay を使
い分ける要素とはなっていないといえる。そしてインフォーマントにより差があるものの、
どの語においても hay, thamhayともに共起できるといえる。 
表 2a より hay と共起した動詞については、問 4 での B と C の回答 2 つを除き、全ての
回答において hay が選択されていることがわかる。B は thamhay を選択した。B の内省で
は、thamhay は変化が生じることを表す。そのため、「人生に良いことが起こる」、言いか
斉藤 智恵実 
- 135 - 
 
えれば「良いことが起きて人生に何らかの変化が生じる」という内容を表すには thamhay





問 4. khɔɔ   phraˀcaw  ruu  buaŋbon (中略) chuay    bandaan        hay   sìŋ  dii     kəətkhun  nay chiiwit 
 乞う  神            か   上の人              助ける 生じさせる HAY 事  良い 起こる    中   人生 
  (略)神様や天上の人に人生で良いことが起こるようにして下さいと願った。(PRNV040) 
 
表 2b より thamhay と共起した動詞については、問 2 での A の回答を除き、全ての回答





問 2.  phayaayaam thamhay        phuupuay phakphɔɔn   nay  thaathaaŋ   thii        sabaay 
   努力する     THAMHAY  患者         休む            中    様子          relative 快適な 
    患者を楽な様子で休ませる。                    (INST065) 
 
また、C は問 2 と問 4 では、V＋hay と thamhayの両方を選択している。一方 A と B は





元の例文で用いられていた形式を表している。■は hay、□は thamhay、●は V＋hay、○
は V＋thamhayである。 
 
表 3: 動詞ごとのインフォーマントの回答 
 動詞 インフォーマントの回答 
■/ ● 生じさせる ■■■■□□□□● 
■ 先導する ■■■□ 
■ 誘う ■■■■■■□□ 
□ 努力する ■■■□□□□□● 
□ 助ける ■■■■■□□□□□ 
□ 効果を生む ■■■■■□□□□□□ 
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コーパスの用例の中で thamhay と共起した動詞については hayとも共起可能であるとい
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